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記念すべき第一回目のピックアッププレイヤーは、

合同会社 Additional Time（弊社）の代表を務める乃

木信さん（以下、乃木）です。

これまでの生い立ちや、実際に事業を始めて感じた

ことなど、さまざまな視点からお話を伺いました。

̶̶まず、乃木さんの生い立ちを教えてください。

乃木： 神奈川県相模原市出身です。6歳から野球を

始めて、今も草野球を続けています。最近はジムに

通って体を鍛えたり、ゴルフも始めました。基本的に

体を動かすことが好きなんだと思います。 野球だけ

でなくサッカーも追いかけていて、野球は阪神タイ

ガース、サッカーはドルトムント（ドイツのサッカー

チーム）を応援しています。 また、個人で音楽活動

も行っていますし、仕事では外資系企業の Flywireに

勤めながら、弊社の活動も並行しています。

̶̶かなり多彩な印象を受けます。

乃木： そうですね（笑）。いろいろなことに取り組み

ながら、自分らしさを発揮できている感覚はあります。

̶̶阪神タイガースを応援するきっかけは何だった

のでしょうか。

乃木： きっかけは小学生の頃ですね。当時、ヤンキー

スとマリナーズが来日して日本で試合をすることに

なったんです。担任の先生が巨人ファンだったので

すが、僕が野球を習っていることを知ってチケット

を譲ってくれました。 実際に球場へ行くと、タイガー

スファンの熱量がとにかくすごくて。大勢のファ

ンが一体となって応援している光景に感動しました。

そのときに感じた感情は、大人になった今でも覚え

ています。 だから今も阪神タイガースを応援し続け

ています。普段お酒は飲まないのですが、球場に行っ

た時だけは飲むようにしています。少しでも球団や

野球界にお金を落としたくて。

̶̶先生の巨人ファンとしてのプライドも感じますね。

乃木： はい（笑）。やはり巨人と阪神は、長年築き上

げてきたライバル関係がありますからね。

̶̶野球から得た経験で、現在の活動に活きている

ことはありますか。

乃木： 野球はチームスポーツなので、多くを学びま

した。一つの目標に向かうためには、日頃のコミュ

ニケーションや思いやり、結束力が欠かせません。 

職場でも年齢や国籍の異なる人たちが集まって一つ

の組織を作っています。会社も一つのチームだと捉

えているので、一人で進めるのではなく、みんなで

ミッションを乗り越えていくことを大切にしていま

す。 また、野球を通じて出会えた仲間は、僕にとっ

てかけがえのない存在です。そういった感謝の気持

ちがあるからこそ、将来的には野球界に還元し、何

らかの形で貢献したいと思っています。

̶̶サッカーに興味を持ったきっかけを教えてくだ

さい。

乃木： 友達と遊びでサッカーをすることはありまし

たが、本格的に興味を持ったのは 2010年の南アフリ

カW杯です。日本代表が世界を相手に互角に戦う姿

に感銘を受けました。 野球でスポーツの素晴らしさ

を知っていましたが、同じ熱量をサッカー日本代表

から感じて、本格的に追いかけるようになりました。

̶̶応援している選手はいますか。

乃木： 本田圭佑選手です。学生時代に本田選手の書

籍を読んだことがあり、挫折を乗り越え続ける姿勢

に強く心を打たれました。普通なら折れてしまいそ

うな場面でも、必ず前に進み、新しい環境でまた挑

戦する。 「こんな人がいるんだ」と衝撃を受けました

し、純粋にかっこいい生き方だと思いました。

̶̶最近ゴルフも始められたそうですね。

乃木： はい。ただ、趣味や遊びという感覚ではなく、

競技者としてプロを目指しています。忙しい中でも

毎日 2時間近くトレーニングをしています。 ロー

リー・マキロイというプロゴルファーがいるのです

が、彼が今年優勝した際の姿を見て感動しました。業

種は違えど、同じスポーツをしてきた身として感じ

るものがあったんです。 今年の 4月に ChatGPTに

「3年以内にプロを目指すなら？」と聞いたところ、現

実的な答えが返ってきて、大きな後押しになりまし

た。大人になって高い目標を持つことは簡単ではあ

りませんが、新しい人生の挑戦として取り組みたい

と思っています。

̶̶今年、合同会社 Additional Timeを起業されまし

たが、まずはどのような会社なのか教えてください。

乃木： アパレル会社になります。「Additional Time」は

会社の屋号で、古着を染め直して販売する DyeHard

（ダイハード）というブランドを展開しています。 

̶̶会社名やブランド名がとても個性的ですね。

乃木： 僕と一緒に活動している杉山という仲間がい

るのですが、彼と一緒に決めました。

̶̶杉山さんとはどのようなご関係なのでしょうか。

乃木： 高校時代の友達です。高校 1年と 3年のとき

に同じクラスでした。卒業後も定期的に連絡を取っ

ていて、たまにご飯に行くようなごく普通の友達関

係でしたね。 まさか一緒に会社を始めるとは、当時

は思っていませんでした（笑）。

̶̶お二人で会社を始めるきっかけは何だったので

しょうか。

乃木： 彼は長年アパレル業界で働いていて、会うたび

にお互いの近況報告をしていました。その中で、本藍

染の魅力を彼が熱く語っていたんです。 僕自身、日

本が好きですし、日本の文化や魅力を海外の人たち

にも知ってほしいという気持ちがありました。彼は

アパレルを通じて、本藍染や染め物を形にしたいと

言っていて。 話していくうちに、「行き着く先は同じ

なのかもしれない」と感じるようになりました。

̶̶ブランド名はどのように決めたのでしょうか。

乃木： 古着ブランド名を決める際は、「一人 3つ候

補を出して発表しよう」という流れになって。僕は

考えていく中で「DyeHard」という言葉がふと降り

てきて、これはもうこれしかないなと思いました。 
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「この会社がコミュニティのような存在に

なって、挑戦する人の背中を押せる場所に

なれたら嬉しいです。」
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「Additional Time」は杉山が考えてきて、その場で即

決しています。

̶̶なぜ「DyeHard」という名前だったのでしょうか。

乃木： 古着を黒染や本藍染で染め直して販売するの

がメインなので、「染める」を英語にすると「Dye」

になりますよね。 それと「ダイ・ハード」と聞くと

映画を思い浮かべる方も多いと思います。海外の方

にも覚えてもらいやすい名前にしたかったんです。 

さらに、海外のラッパーでケンドリック・ラマーが

「Die Hard」という楽曲を出していて、タイトルとは

裏腹に “生きること ”を歌っているんですよね。 そ

ういった偶然が重なって「DyeHard」を第一候補にし

ましたし、純粋に言葉の響きも気に入っていました。

̶̶杉山さんの反応はいかがでしたか。

乃木： 最初は「あー、ダイハードねぇ」と苦笑いで

した（笑）。 「乃木さんらしい」とも言われました

ね。でも意味を伝えたら理解してくれて、次の日に

「DyeHardにしよう」と連絡が来て、最終的に決まり

ました。

̶̶会社を立ち上げて数ヶ月が経ちましたが、率直

な感想はいかがですか。

乃木： うまくいっていることもあれば、始めてみて

初めて分かることも多いです。 まず良かった点とし

ては、人との関係性ですね。杉山の知り合いの方々

がいろいろな場面で協力してくれたり、取引先との

関係性を少しずつ築けていると感じています。 時間

とともに人との繋がりが広がっていくのは、本当に

素敵なことだと思います。 一方で学んだこととして

は、古着を扱うためには古物商許可証が必須で、警

視庁管轄のため審査も厳しい点です。手続きやスケ

ジュール管理は想像以上に大変でしたが、これまで

の経験を活かして冷静に対応できていると思います。

̶̶初めてアパレル業界に携わってみて、どのよう

に映っていますか。

乃木： アパレル市場は本当に大きいですよね。国内だ

けでも規模は大きいですし、世界を見ればさらに広

がります。 日本ではユニクロさんのような大手や、有

名セレクトショップがシェアを占めていますし、近

年は個人間売買も目立つようになりました。 衣・食・

住の中に「服」が含まれるくらい、生活に欠かせな

い存在だと思います。ただ、事業を始める前に想像

していた業界のスケール感や温度感については、実

際に始めてからの印象に大きな違いはありませんで

した。

̶̶実際に仕事を進める中で、ギャップを感じるこ

とはありますか。

乃木： まだ駆け出しではありますが、業界との距離

感や固さは感じますね。アナログな部分も残ってい

て、その都度状況に合わせる力が求められると感じ

ています。

̶̶そのギャップを埋めるためには、何が必要だと

思いますか。

乃木： 情報の明確化だと思っています。 洋服を作る

際、工場や専門の方に依頼しますが、ネット上では

「最小ロットから可能」「価格は応相談」といった曖

昧な表現が多い。 依頼する側として一番知りたいの

は、具体的な数字なんですよね。実際に話を聞くと、

最小ロットが想定と大きく違ったり、見積もりに時

間がかかったりすることもあります。 否定したいわ

けではありませんが、効率や生産性という視点では、

まだ時間がかかっている印象はあります。

̶̶今後、さらに改善していくためにはどうすれば

良いでしょうか。

乃木： 市場が大きい分、既存のやり方が整っているの

も事実です。 だからこそ、僕たちのような小さな会社

がしっかり仕掛けていく必要があると思っています。

最近はインフルエンサーがブランドを立ち上げたり、

有名デザイナーが独立するケースも増えていますよ

ね。 そういった動きが増えれば、既存の壁を少しず

つ揺るがすことができるかもしれません。BtoBでも

BtoCでもフェアであることが大切で、小さな会社や

個人が挑戦できない環境は、いずれ衰退してしまう

と思っています。

̶̶仕事に対する価値観は、どのように培われたの

でしょうか。

乃木： 大学時代にオーストラリアへ留学し、経営学や

マーケティングを学びました。2018年にはリモート

ワークにも触れ、2020年に Flywireへ入社しました。 

当時は世界全体で 300人ほどの会社でしたが、現在

は約 3,000人規模に成長しています。 コロナ禍で売

上が 2,000万円程度だったところから、5年で 10億

円規模まで成長しました。営業や社内コミュニケー

ションなど、あらゆる部分でクオリティにこだわっ

たことが大きかったと思います。

̶̶海外と日本では、仕事のスピード感に違いはあ

りますか。

乃木： かなり違いますね。海外はとてもオープンマイ

ンドで、無駄を削ぎ落としてシンプルに進める印象

があります。 一方、日本は丁寧で正確性が高く、そ

れが伝統工芸や技術にも繋がっています。どちらが

良い悪いではなく、両方の良い部分を取り入れてい

くことが大切だと思っています。

̶̶仕事をする上で大切にしていることは何でしょ

うか。

乃木： お客様との関係性です。お客様の声を逃さず、

最適な提案をすること。一緒に課題に向き合う姿勢

は、どの業界でも大切だと思います。 上辺だけでは

なく、時間をかけて信頼関係を築くことを意識して

います。

̶̶今年、東京都稲城市で店舗を構えますが、街の

印象はいかがですか。

乃木： 静かでのどかで、自然を感じられる街ですね。

正直、アパレル業が根付くのは簡単ではないとも

思っています。 ただ、物を売るだけではなく、地域

の方々とコミュニケーションを取りながら関係性を

深めていきたい。新しい縁が生まれると思うと、と

ても楽しみです。

̶̶最後に、会社としての夢を教えてください。

乃木： アパレル業界で一度離れてしまった人が、も

う一度チャレンジできる環境を作りたいです。経験

者でも未経験者でも関係なく。 会社を大きくするこ

とよりも、環境を良くすることを大切にしたい。 こ

の会社がコミュニティのような存在になって、挑戦

したい人の背中を押せる場所になれたら嬉しいです

ね。 簡単な業界ではないからこそ、守りに入らず、

攻め続ける姿勢を大切にしていきたいと思っています。
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